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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第２区分
【発行日】平成23年5月12日(2011.5.12)

【公表番号】特表2010-522851(P2010-522851A)
【公表日】平成22年7月8日(2010.7.8)
【年通号数】公開・登録公報2010-027
【出願番号】特願2010-500033(P2010-500033)
【国際特許分類】
   Ｆ１５Ｃ   5/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   8/04     (2006.01)
   Ｆ１６Ｋ   7/17     (2006.01)
   Ｆ１６Ｋ   7/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１５Ｃ   5/00    　　　　
   Ｈ０１Ｍ   8/04    　　　Ｎ
   Ｆ１６Ｋ   7/17    　　　Ｚ
   Ｆ１６Ｋ   7/14    　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｍ   8/04    　　　Ｊ

【手続補正書】
【提出日】平成23年3月24日(2011.3.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも一つの平面状の圧力調節器部品と、
　特徴を持つ二つ以上の特徴層を含み、
　前記二つ以上の特徴層のいずれかの特徴は、前記少なくとも一つの平面状の圧力調節器
部品をあわせて形成するように相互作用し、
　互いに流体連通し、互いに気密シールを持つように、前記二つ以上の特徴層は積み重ね
られ結合されることを特徴とする、
　流体制御システム。
【請求項２】
　少なくとも二つの機能部品をさらに含み、前記二つ以上の特徴層のうちのいずれかの特
徴は前記少なくとも二つの機能部品をあわせて形成する、請求項１に記載の流体制御シス
テム。
【請求項３】
　前記機能部品は互いに同一平面上にある、請求項２に記載の流体制御システム。
【請求項４】
　前記特徴層のうちの少なくとも一つは二つ以上の特徴を含み、前記二つ以上の特徴は共
通平面内で互いに流体連通する特徴の配列を含む、請求項１に記載の流体制御システム。
【請求項５】
　前記少なくとも一つの圧力調節器部品は、少なくとも一つの第一の圧力調節器と、少な
くとも一つの第二の圧力調節器を含む、請求項１に記載の流体制御システム。
【請求項６】
　位置を持つ弁であって、前記少なくとも一つの圧力調節器部品を通る流体の流れは前記



(2) JP 2010-522851 A5 2011.5.12

弁の位置に基づいて制御可能であることを特徴とする弁と、
　知覚流体圧力に応じて作動可能な可撓性特徴であって、前記知覚流体圧力は前記弁の下
流圧力を含み、前記可撓性特徴の位置は前記弁の位置を比例的に制御することを特徴とす
る可撓性特徴と、
を含む特徴を持つ、請求項１に記載の流体制御システム。
【請求項７】
　　位置を持つ弁であって、機能部品を通る流体の流れは前記弁の位置に基づいて制御可
能であることを特徴とする弁と、
　　知覚流体圧力に応じて作動可能な可撓性特徴であって、前記可撓性特徴の位置は前記
弁の位置を比例的に制御することを特徴とする可撓性特徴と、
を含む特徴を持つ、二つ以上の特徴層を含む、少なくとも１つの圧力調節器部品、ならび
に、
　少なくとも一つの流体制御システムと連通可能なように結合した少なくとも一つの流体
容器
を備えることを特徴とするシステム。
【請求項８】
　前記知覚流体圧力は前記弁の下流圧力を含む、請求項７に記載のシステム。
【請求項９】
　前記特徴は、第一の圧力プレナムと第二の圧力プレナムを含む少なくとも二つの流体プ
レナムを含む、請求項７に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記第一の圧力プレナムは調節されていない流体を受け取る高圧プレナムであり、前記
第二の圧力プレナムは調節された流体を受け取る低圧プレナムである、請求項９に記載の
システム。
【請求項１１】
　前記少なくとも一つの流体容器のうちの一つ以上は可撓性である、請求項９に記載のシ
ステム。
【請求項１２】
　前記少なくとも一つの流体容器と、前記少なくとも一つの流体制御システムのうちの一
つ以上との間に、一つ以上の歪み吸収境界面をさらに含む、請求項９に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記一つ以上の歪み吸収境界面は前記少なくとも一つの流体容器と流体連通する、請求
項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記少なくとも一つの流体制御システムと連通可能なように結合した少なくとも一つの
燃料電池をさらに含む、請求項９に記載のシステム。
【請求項１５】
　燃料電池層と、
　入口を持つバルク分布マニホルドと、
　前記燃料電池層と直接流体接触した電池層供給マニホルドと、
　前記バルク分布マニホルドから前記電池供給マニホルドへ流体が流れるための少なくと
も二つの独立経路を提供する、前記バルク分布マニホルドを前記電池供給マニホルドから
分離する分離層と、
　前記少なくとも二つの独立経路と接触する一つ以上の流体制御装置と、
　前記バルク分布マニホルドの前記入口に結合した第一の圧力調節器
を備えることを特徴とする流体分布システム。
【請求項１６】
　前記一つ以上の流体制御装置は第二の圧力調節器部品を含み、前記第一の圧力調節器部
品と前記第二の圧力調節器部品は異なる圧力で作動する、請求項１５に記載の流体分布シ
ステム。
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